




















































































規格グループ名 規格番号 規　格　名　称 段階 今後の予定




































iIS化中森林マネジメント 14061TR森林マネジメント TR 98TR発行済用語と定義 14050用語と定義 IS 追補投票中














































































































































































































































































































































































1：人口 2：工業生産 3：汚染指数 4：資源埋蔵量
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図9
1：人口［億人］
2：工業生産［百億ドル／年］
3：汚染指数（1970年の汚染量を1とする）
4：資源埋蔵量［資源埋蔵単位］
環境投資の経済効果についてのシミュレーション
17
ようとする試みとして，「持続可能な発展」のために，図10に見られるようなISO14000ファミリー規格を
そのためのツールに用いた活動が，一斉に世界各国で始められている。最近，マスコミを賑わしている環
境会計や環境報告書，またエコファンドなどもこれらの一環として組み込まれている。また，地球温暖化
ガスの発生抑制のためのいわゆる省エネ法，循環型社会創成のための廃棄物に関する諸法，ダイオキシン
発生抑制のための法もこれらの活動にリンクして次々と制定されている。
　次世代を担う若者を育成する学問の場である大学の持つ役割は，前項で述べた有益な環境側面を如何に
環境改善活動の姐上に乗せて行くかに尽きると言えよう。特に，これまで概説して来た最近の環境管理の
潮流を見極め，さらに時代の先端を行くための環境に関する知識を持つ次世代の担い手を育成して行くこ
とは，大学という教育の場における何よりも著しい環境側面であるように思える。
持続可能な社会配慮型組織
（循環型社会）v
環境保全の主役
・環境管理責任者
・開発・設計者
方 針
環境との調和に配慮した
　　　　活動指向型組織
グリーン調達・購入
　　　　　対応型組織
環境NPO協調型組織
?
的
’環境パフォーマンス
　の向上
・環境情報の公開
・エコ製品の生産
・エコラベルの活用
　　　　　製造消費
環境負荷A150七700七
　　　　B　1　200　t　500
環境効率　　　B製品が良い
・環境パートナー
　シップの構築
方策例及び関係規格
・EMS構築
・ISO14001等の認証取得
・環境報告書，環境会計の発行
ISO14001　・4，14030s
・エコ製品の設計及び製造
　　　　　　　技術の開発
省筆ネ・省資源，廃棄性能向上
　　（環境適合設計）
・LCAの活用
・グリーン購入の拡大
ISO14020s，14040s，他
・環境ボランティア活動
・NPOとの対話，資金提供
図10期待される21世紀の組織像は？
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